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  A study diary for necessary to study.  However, the study record is not regarded as important now 
in Japan. And it may not become the evidence of the study. A record with the paper is common 
now. However, there is a problem of preservation, and hard to search, the simplicity in a paper study 
diary. 
  In this  study, we build a study diary making support system. By this system, we improve in-
clusion characteristics, search characteristics, preservation characteristics, simplicity. This system is 
comprised of an input function and an editing feature. By the input function, one can take the record 
quickly and settle a database. By the editing feature, one can make a sentence easily using the data 
of the input function. 
  One can record and carry the data  from the various places by using this system. And accurate input 
and a quick search are possible. However, there is a problem of proof characteristics and preservation 
characteristics. Because data may fail, backup is necessary.
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実験 ノー トや研究 メモな どのよ うな学術的な ものから,
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を記録 したあ らゆる記録媒体の総称 として研究日誌 と
呼ぶこととする.
研究 口誌 としての昨口を果たすために必要な役割 と
して,網羅性,検索性,保存性,手軽 さ,実証性,視認性,
ワーキ ングメモ リとしての機能があげ られる.こ れ ら
の情報を記録 したデータベー スは実験 レポー トなどの
学術的文章を書く際の,ほぼ唯一の情報源 となる.こ の
データベー スから,いかに迅速かつ正確に必要な情報を
得 られ るかとい うことが文章作成の効率 に大 きく影響
する.こ れを疎かにすると,頭の中か ら上方を絞 り出す、
同 じことをもう一度調べるなどの無視できない〒F間が





信頼で きる記録を残 さずに実験を行 うことは非常に危
険である.そのデータを文章に して発表する際,実験を
1⑪4
自分が本当に行 った とい う証拠 としての役割を果たせ
な くなるか らである.そのため研究者や研究 グルー プで
は,実験 ノー トによりよい記録をつ けるために創意工夫
を重ね,学生にも義務付けている ところも少な くない.
しかし,日本における研究 ノー トなどの法的な取 り扱
いについては,諸外国 とくらべて柑対的に軽視 されてい
る傾向がある.研 究ノー トは研究者個人にとって分 か
りやすい,使いやすいものであればよいとい う考え方が
主流であることが多い.日 本では研究 ノー トは個人に




いる.そ のため.自分自身の出 した実験結果を したため






な どに実験 ノー トとして記録を取るよう指導を してい
る ところが多 くな ってきている.それにも関わらず,学
生の間で研究 日誌が浸透 しているとは言い難い.研究




ノー トを前に していざ記録を取る とな ったときに どう
記録 したらいいのかが分か らなくなる,とい うことがあ
るからである.そのため.最初は頑張 って記録をつけて
いたとして もその体裁が整っていないため次第に どう






















きるか とい うことは非常に重要となる.ま た,電子デー
タとして記録 した情報は容易にバ ックア ップを取 るこ
とがで き,デー タが破損 しても復元することができる.
破損 によってデー タを損失す る可能性は電子媒体で も
紙媒体で も同様に存在するが,その後の復元性 という観
点か らa電子媒体の保存性は非常 に高いと言える.入 力
の際の手軽さとい う点で もa了 媒 体は紙媒体 とくらべ




ジタルな実験デー タが得 られ ることが多 くな ってきて
いる.そ のため,手書 きやプリン トアウ トされた紙面の
デー タでは文章作成に用いる1の 差異が生 じる可能性
がある.








録システムでは,研究の過程で調べた ことや結果 な ど,
あ らゆ る情報を細か く記録す ることができるようにす
る.こ うしてデータベースにあ らゆる研究 記録 を入力







そ してそ うして作成 したデー タベースから,検索 シス
テムに よって必要なデー タを取得す る.そ のため本シ
ステムでは,入力 したテキス トデー タからキーワー ドを
用いて検 索をできるよ うに した.入 力の際には任意で
本文の他にタイ トルをつけることがで きるようにする
ことで,その検索をさ らに容易に した.ま た,入力する
際 それぞれのデー タをカテゴ リでわけつつ入力できる
ようにした ことで、データの管理の向上を目指 した.こ
うすることで検索性を向上 し、用途や分類別に取得する
ことが容易になる.こ れ らの方法によ り,迅速に欲 しい
情報を検索できるシステムが実装できるよ う工夫 した.
以上のシステム によって蓄積 したデータベースか ら
必要な情報を取得 し,編集システムでそれらを用いた学






本 システムの実装によ り.Webを介 し携帯などを用い
て どこか らでも記録できるため、研究の妨げにな らず
容易に記録をつ けることができるよ うになった.こ れ
により研究記録を継続 してつけやす く,デー タの整理や





に乏 しくなることが考えられる.ま た,実験ノー トの電
子化についてはz「何を もって最も権威 ある記録 とする
か」 とい う観点か ら科学哲学の根幹にかかわる問題 を
含んでいる,さ らに.紙やペンと違い.持ち運びがいつ
でも可能であるわけではない.ユ ビキ タス化によ りネッ
トワー クを使用出来る範囲は広まっているが,PCなどの
電子媒体を常に持 ち歩いていられる とは限らない.さ
らに,電子媒体は総 じてコス トがかかるとい う点 も無視






また7研究 日誌に記録 されてい る内容は学術的に隠匿
すべ きものであるため,内容が管理 音を含む他人に晒さ




























研究 日誌 としての実験 ノー トは,レポー トや論文 と
違い形式な どにしばられる必要はないが,しか しそれで
も自分で見て分か らなければならない.
字の綺麗 さ,分か りやすいレイアウ ト,何について書
かれて いるのかをわか りやす くするために内容によっ
て分けて まとめる等,工夫 して気を使わなければ不便に
なることは多々ある.自分で書いたものだからわかるだ
ろう,といっていい加減 に記録をつ けた結果,後々か ら
見返 した時によ くわからな くな って しまった という経
験 に覚えのあるひ とも多いだろ う.あるいは,そのとき
には必要性を感じなかったささいな事柄が,後からその
ことが非常 に重要にな り,思い出そ うとしても思い出せ
ない とい う事態 もあ りうる.
また,電子卓L計 算機の機能の向 ヒや普及に よって,
1⑪F
簡単な計算や測定値などを非常に簡単に処理できるよ
うになった.しか し.そうした場合でも実験 ノー トには
考察のための処理を加える前の,いわゆる生デー タを記
録 してお くべ きである,処理の段 階で何か しらの ミス




てから記録 しよ う,と言 って記録を後回 しにすれば,記
憶の鮮度が薄れて情報の正確さや,悪ければ何を書 こう
としたか忘れて しまうとい う事態も発生する可能性 が
ある.しか し,記録をつけるために手間がかかってはこ
のように後回 しにしてしまう危険性が高まる.あるいは
記録をつけるのに手 間取 ったために実験 に支障を きた
すようなこともあるか もしれない,そのため,記録をつ
けるものは手軽 にす ぐざま行 えるものである必要があ
る.だが,例えば手軽な手帳 とペ ンをそばに置いておい
た として も,それを手に取 り書 き連ねる とい う動作が,














PCなどの電子媒体にキー ボー ドで打 ち込む方法のメ
リットに,その容易 さがあげ られる,読 みがわかれば,
少な くとも常用の漢字 ならば探 しだすのは難 しい こと
ではない.電 子 媒体 は紙媒体のもの と比べて、膨大 な





られ ることが多 くなってきている.特 にデータの一 元
的な管理 という観点から,従来の紙ベースの記録をその
まま用いることに難点が生 じてきてい る,そ うい った
デー タを手記で記録するとどうしても差異が乍 じるた
めである.そ れを最小限にす ることができるため より
止確なデー タを保存 できる[6],
しか し,電子情報は容易に情報の改ざんや偽装ができ


















るいは進捗 レポー トの自動作成な どを目指す,
本システムにて実装を目指す機能は図の通 りである
[図:2].




現在主流である研究 口誌のかか える問題 の多 く




























能の2つ の機能を共通のデー タベー スを用いて構築す
る.W巳bブラウザ上で人出力の操作,および閲覧ができ





録を取 ることができる入力機能を 日指す,本 システム
はWεbサ ーバ・-1:に構築することで,Webブラウザを




研究R誌 は,膨大な量 となっているデータ群か ら
必要 な情報を取 り出 し.利用できなければな らな
い.そ こで本研究では.入力 したテキス トデー タに
含まれる文字 からキー ワー ドを用いて検索す る方
法,E1付で区切 って管理する方法,そして記録する
デー タそれぞれに属性をつけてそれによって分 け




れのデー タをその属性 に則 したカテゴリー によっ


































































記録な どを記録 した.そ れによってデータベースに登
録された内容は以下の とお りである.
.従来の研究日誌について調べたことの細かなメモ















































ため,PCの無い野外な どで もW的 に接続できる環境さ
えあれば時闇 と場所を選ばずに記録できる.携帯な ど
を用いて どこか らで も記録できるため、研究の妨げに













にバックアップを とってお くな どの対策を取ることが
非常に重要である ことがわかった,
紙媒体は電子媒体 と比べ,保存 した膨大な量のデー タ
の管理では劣る,し か し,一度書き記 した書面の研究記
録は.物理的な観点か ら電子媒体 より長期にわたって残




















さ らに,データの保存 はデー タベースにされるが,第
三者によるデー タの改ざんを完全に防 ぐことはできな
い.紙 面による手帳やノー トによるものよ り情報操作








本研究では,実験 や研究の過程 を記録 したデータ
ベースを作成 し、それを用いて論文な どの文章作成を助
ける研究 日誌作成 システムを作成 した.
研究 目誌に必 要な役割 として,網羅性,検索性,保存
性.手軽さ,実証性,視認件,ワーキングメモ リとしての








を作成 した,入 力機能 では研究の過程で得 られたあ ら
ゆる情報を,Webブラウザによる電 子媒体を用いて迅速
かつ容易にデータベースに記録す る.編集機能では.そ
うして作成 したデー タベースか ら検索機能 によって必
要なデー タを取得 し文章を作成す る.
本 システムの実装により,研究の妨げにならず容易に
記録をつけることができるよ うになった.こ れにより
研究記録 を継続 してつけやす く,デー タの一::や検.,..,
保存が容 易にりテキ スト作成の作業効率を上げた.し
か し,電子媒体を用いることでい くつかの不具合も生 じ
た.さ らに,データを電 子的に保存 しているため,バッ
クアップを ト分 とっていないとデー タが破損な どした
場合,永久的に消滅す る可能性 がある.また、研究 日誌
に記録されている矧的財産の隠匿が,入力の簡易化の面
もあ り,セキュリティの精度において問題がある,以 上
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